
輸出証明等発給申請業務の利用方法

輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社



１. 輸出証明書発給申請業務
システム化の概要
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行政機関への輸出証明書等の電子申請を可能にします。

●輸出証明書等の電子申請とは
平成２９年３月より各行政機関が発行する、輸出証明書（原発事故関連）、漁獲証明書、衛生証明書等
について、NACCSを通じて申請書の送付が可能となります。

● NACCS （Nippon Automated Cargo and Port Consolidated System）の概要
NACCSは、入出港する船舶・航空機及び輸出入される貨物について、税関、食品検疫、動植物検疫等
の関係行政機関に対する手続及び関連する民間業務をオンラインで処理するためのシステムであり、
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社（NACCSセンター）が管理・運営しています。

概要 業務の導入について
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導入のメリット

3

輸出証明書の電子申請により
現在の持込み、郵送等でかかる費用・時間が削減でき、

履歴管理等が可能となるメリットがあります。

概要

NACCSで
パソコンから

簡単に申請できるからね

インターネット回線を利用したプランＢであれば、ＮＡＣＣＳの基本料金はかからず始めることができます。
また、輸出証明書発給申請業務も無料でご利用いただけます。

えっ！

申請書を持って行か
なくていいの！？



●●●
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概要

1.起動・ログオン

2.業務画面を開く

3.業務画面でデータ入力

4.申請書ファイルと入力データの送信

5.送信履歴の確認

6.ログオフ・終了
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ＮＡＣＣＳを
利用する端末

電子情報 郵送等

●●●

輸出証明書等を申請・受領するまでの流れ
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民間利用者

所管官庁等 民間利用者



２. NACCSパッケージソフトの
ログイン方法
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操作内容

NACCSをご利用するパソコンから
パッケージソフトのアイコンをクリック 初回起動時にNACCSパッケージソフトを起動すると以下のオプション画面が開きます。

赤枠の項目に情報を入力していないとパッケージソフトが起動しませんので入力して下さい。

NACCSセンターよりお知らせしている論理端末名と端

末アクセスキーを、“端末”タブページの各欄に入力し
ます。

クライアント証明書（デジタル証明書）を設定す
る必要があります。

パッケージソフト内に保存できる電文保存期間を
設定できます（1～99日まで）。

NACCSパッケージソフトの起動方法
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プロキシサーバを利用している場合は設定が
必要です。



NACCSパッケージソフトを起動するとＮＡＣＣＳ画面が開きます。アイコンをクリック 利用者情報

NACCSパッケージソフトのログイン操作内容
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ログイン後は左下に
“LOGON”と表示されます。

●
●
●



３. NACCSパッケージソフトの操作方法
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方法②
業務メニューから開く

メイン画面の［業務メ
ニュー］上の業務名をク
リックすると目的の業務
画面が開きます。

業務画面の表示
●パッケージソフトのログイン後、輸出証明書等発給申請業務（業務コード：ＭＳＶ）の業務画面を表示します。
●ＭＳＶ画面の表示方法は、主に以下の３つの方法がありますので、使い易い方法をご利用ください。

業務コードとは
ＮＡＣＣＳパッケージソフトを使って業務を始めるには業務コードを使用します。
業務コードとは３桁の英字コードであり、輸出証明書等発給申請業務の業務コードはＭＳＶです。

方法①

メイン画面の［業務コー
ド入力画面］に業務コー
ド（ＭＳＶ）を入力しＯＫボ
タンを押下します。

呼び出したメイン画面の
ウィンドウが開きます。

業務画面の表示方法操作内容
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方法③
業務履歴から開く

一度、使用した業務はメ
イン画面の「業務履歴」
より選ぶことも可能です。

業務画面の表示
●パッケージソフトのログイン後、輸出証明書等発給申請業務（業務コード：ＭＳＶ）の業務画面を表示します。
●ＭＳＶ画面の表示方法は、主に以下の３つの方法がありますので、使い易い方法をご利用ください。

業務コードとは
ＮＡＣＣＳパッケージソフトを使って業務を始めるには業務コードを使用します。
業務コードとは３～５桁の英数字コードであり、輸出証明書等発給申請業務の業務コードはＭＳＶです。

ＡＢＣＤＥ００１

ＡＢＣＤＥ００１



ＭＳＶ業務画面の入力項目にデータ入力

● ＭＳＶ画面の入力項目にデータ入力をします（必須項目には＊が記載されています。）。
● 項目ごとに画面左の入力項目ガイドに案内が表示されます。

● 申請先、証明書種別、輸出国はコード入力になりますので、ＮＡＣＣＳ掲示板の輸出証明書業務ページに
あるコード集をご確認ください（下線青字箇所は対象ＵＲＬにリンクしております）。 項目ごとに画面左の入力項目ガイドに

案内が表示されます。
各コードを入力します。

入力するコードにつきましてはＮＡＣＣＳ掲示板の輸出証
明書業務ページにあるコード集をご確認ください。

入力の内容や申請書等に対して、所
管省庁等から連絡する場合があります
ので、申請内容を把握されている方の、
担当者情報を入力してください。

ＭＳＶ画面へのデータ入力操作内容

所管省庁等へ連絡をする事項
がある場合、連絡内容等を入力
してください。

添付ファイルが上限の１０ＭＢを超える場合
は、ＭＳＶ業務を複数回行う必要があります。
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申請先コードの欄にカーソル
を当てると

入力項目ガイドに入力時の
注意等が表示されます。

●●●

入力内容がわからない時

http://cms.naccscenter.com/system/etcdoc/yushutushoumei
http://cms.naccscenter.com/system/etcdoc/yushutushoumei


ＮＡＣＣＳ掲示板に各申請に係る所管省庁等のＨＰ等へのリンクがありま
すので、事前に申請書及び必要な関係書類をご確認ください。
クリップボタンを押下すると申請したいファイルを選ぶことができます。

添付ファイルのファイル名とサイズが表示されます。
（送信の可能な添付ファイルサイズは合計１０ＭＢまでです）

輸出証明申請書ファイルの添付操作内容
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最後に送信ボタンを押下し、添付ファイルを送信します。

業務画面で申請する添付ファイルを選択後に送信

●画面の左上にあるクリップボタンをクリックします。
●新たにウィンドウが開きますので、ウィンドウ画面より添付する申請書及び関係書類を選択してください。
● 添付したファイルは左側にファイル名とサイズが表示されます。
●送信ボタンを押して添付ファイルを送信します。



送信後の業務画面で申請番号を確認

●送信ボタン押下後に正常処理されると業務メッセージに“ＣＯＭＰＬＥＴＩＯＮ”が表示されます。
●業務固有情報に申請番号が表示されます。申請番号は所管省庁等からの問い合せで必要になる場合があります。

業務固有情報に申請番号が表示されます。
所管省庁等からの問い合せで必要になる場合
があります。

もし、申請番号を控え忘れた場合は・・・
●ＮＡＣＣＳパッケージの受信トレイに申請受付結果
がありますので、ご確認ください。

申請番号の確認操作内容
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送信ボタン押下後に正常処理されると業務メッ
セージに“ＣＯＭＰＬＥＴＩＯＮ”が表示されます。



送信後に申請受付結果を確認

● NACCSでの申請受付結果がNACCSパッケージソフトの受信トレイに通知されます。

端末で実施した業務の内容が履歴として
受信されています。
ご覧になりたい申請受信結果を
ダブルクリックしてください。

申請番号の再確認もこちらで行います。

受信トレイをクリックします。

申請内容・履歴の確認①操作内容
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ＭＳＶ業務の申請番号になります。



送信後に申請受付結果を確認

● 申請受信結果をクリックすると、業務画面の履歴が表示されます。
● 正常（COMPLETION)や、エラーの場合のエラー内容を確認することができます。
● 申請番号を確認することができます。

業務メッセージには業務の状態が表示され、正常（COMPLETION)
や、エラーの場合のエラー内容を確認することができます。

申請番号を確認することができます。

申請内容・履歴の確認②操作内容

14



過去の申請の再利用方法操作内容
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端末で過去に実施した申請が履歴として
送付済みフォルダに格納されています。
再利用したい送信結果を
ダブルクリックしてください。

送信済みフォルダをクリックします。

新規の申請を作成する時、送信済みフォルダにある過去申請の再利用方法

●送信済みフォルダをクリックします。
●再利用したい過去の申請をダブルクリックします

過去に実施した申請が入力されたＭＳＶ業務
が表示されます。

入力内容、添付ファイルを修正し、送信をして
ください。



添付ファイルが上限の１０ＭＢを超える場合の申請方法

●添付ファイルが上限の１０ＭＢを超える場合、１回の送信を１０ＭＢ以内にした上で、ＭＳＶ業務を複数回行う必要があります。

添付ファイルが１０ＭＢを超える場合操作内容
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② ２申請目で１ＭＢのファイルを送付

子申請番号00000000109

２申請目で１ＭＢのファイルを送付
続きあり表示は空欄
親申請番号は１申請目の申請番号を入力

親申請番号00000000108

１申請目で１０ＭＢのファイルを送付
続きあり表示は“Ｙ”を選択
親申請番号は空欄

① １申請目で１０ＭＢのファイルを送付

１０ＭＢを超える申請の場合
業務固有情報に表示される
親申請番号が必要になります。

例：合計１１ＭＢの場合



４.その他
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ＮＡＣＣＳパッケージソフトのオプション設定設定

ＮＡＣＣＳパッケージのオプションをクリックして
ください。

申請受付受信を一定時間で自動取得する方法

オプション画面が表示されましたら、
サーバのタブを選択してください。
帳票取得の自動タイマ起動するにチェックを入れてください。
自動送受信タイマに希望する“分”を設定してください。
帳票取出業務連動にチェックを入れてください。
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添付ファイルを送付するときの注意点注意情報

① 1回あたり、ファイル数は最大10ファイル、合計容量は最大１０ＭＢ

②添付可能なファイル形式
・以下の拡張子のいずれかです。
txt、doc、docx、ppt、pptx、xml、htm、html、rtf、jtd、xls、xlsx、csv、
jpeg、jpe、jpg、tif、 tiff、 bmp、gif、pdf、png、jet

③注意点
・ZIP等の圧縮ファイルは使用不可。
・同一ファイル名の重複使用は不可。


